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本品に油等が付着しますと、ネジ部品に亀裂が発生し本来の特性を損なう恐れが 

ありますので、下記の点につき注意して組み立てをお願いします。 

 

  （１）取り付け場所の注意事項 

   本品を取り付ける際に、取り付け箇所に油等が付着していないか 

確認して、油等が付着している場合はきれいに拭き取って下さい。 

  （２）本品を組み立てる際の注意事項 

   ① アルコールやアセトン等の薬品での本品の清掃は行わないで下さい。 

② 油等の付いた工具を用いて組み立てないで下さい。 

 

▽ 安全上のご注意  ～安全にご使用いただくために必ずお守りください～ 

 下記には、人体への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にご使用いただくために守って

いただきたい事項を示しています。その表示と図記号の意味は次に示す通りになっております。内容を

良くご理解のうえ本文をお読みください。 

 本製品に関する安全上のご注意 

危険 

－ 右記内容を無視して、誤った取扱いをする

と、人が死亡または重傷を負う可能性が極

めて高いことが想定されます。 

警告 
接続箱は、落下などの無いように、確実に固定してください。 

高所での施工時には、部品及び使用工具が落下しないように 

ご留意ください。 

右記内容を無視して誤った取扱いをする

と、人が死亡又は重傷を負う可能性が想定

されます。 

注意 刃物などのご使用時には十分に注意してください。 

本製品の組立てには、本製品以外の部品を使用しないでください。 

締め付けトルクを規定した作業は、その規定を守って作業をして

ください。本製品の機能低下及び破損の原因となります。 

右記内容を無視して、誤った取扱いをする

と、人が損傷を負う可能性及び、物的損害

の可能性が想定されます。 

お願い 
融着接続作業は、ご使用の融着接続機の取扱い説明書をご覧くだ

さい。 

メカニカルスプライス及び現地組立て型単心コネクタは、それぞ

れの取扱い説明書をご覧下さい。 

右記の内容を無視して、誤った取扱いをす

ると、本製品の性能を発揮出来ない可能性

及び、機能停止をまねく可能性が想定され

ます。 
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光モジュールや光キャビネットの光コード類、 

コネクタ部周辺の取扱い上の注意について 
 

１．光モジュール、光キャビネットのコード類出口近傍の取り扱い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．コネクタ部の清掃について 

   

 

 

 

 

 

 

３．アダプタの清掃について 

 アダプタ部にもゴミの付着や汚れがありますと、接続損失が大きくなります。接続前に

は、先端が細長い特殊綿棒（＊）でアダプタ勘合部を充分清掃してください。 

特に、工場にて事前に配線している製品(Y-OP2-PFO 等)については、出荷時に、充分な

清掃を実施致しておりますが、接続損失が大きい場合には、特殊綿棒（＊）にて下記のよ

うな清掃をお願い致します。通常の綿棒はアダプタ内部の部品に損傷を与えますので、

絶対に使用しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．その他 

 工場にて事前に配線されている光モジュールや光パネル等の製品については、簡単に開

けることができない構造になっていますので、無理に開けないようにお願いします。 

 

 

 

 

 

 

アルコールを浸したガーゼ 

光モジュール、光キャビネット等の 

コード類出口近傍に急激な引張力、 

曲げ、捻り等を加えると、コネクタ 

及び光モジュールが破損し、断線す 

る恐れがあります。 

コネクタ先端部(フェルール端面)にゴミの 

付着や汚れ等がありますと、接続損失が大き 

くなります。 

接続前にはアルコールを浸したガーゼ等で 

フェルール端面を充分清掃してください。 

！ 

急激な曲げ 

急激な引っ張り 

急激な捻り 

光モジュール等 

①まっすぐに挿入 
②先端が当たった

ところで止める 

③右方向(時計回り)に 

２～３回転まわす 

左右両方向には回さないこと ！ 

特殊綿棒 

アダプタ(工場配線) 

(*)製品名:ｸﾚﾄｯﾌﾟｽﾃｨｯｸφ1.25 ﾀｲﾌﾟ 

株式会社ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ ｴﾑｲｰ 

URL:http://nttiivs.ntt-me.co.jp 
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１．製品の取付方法 

 下図を参考に製品を取り付けて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．コネクタ接続と配線 

 カバーを取外し、アダプタにコネクタを接続して下さい。 

コネクタ接続後カバーを取り付ける際、コードを挟み込まないように注意して下さい。 

配線については、製品内でコード余長の取り回し・収納はせず、製品外部にて添付品のクランプを用いて 

コードを配線して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      －以上－ 

内径４．５ｍｍ（２箇所） 

製品外部にてクランプでコードを 

配線して下さい。 

この時心線曲げ許容範囲 R30mm 以上

を遵守して下さい。 

※カバーでコードを 

挟み込まないよう注意。 

例：P1＝SC の場合 


